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－平成⚒⚗年⚑⚑月⚑日現在－
（　）内は前月との比較

No．795
平成2７年（201５）

11月１５日号

　市では、地球温暖化対策や省エネルギー化のため「グ
リーンカーテン」を推進しています。今年の夏も市民の
みなさんにゴーヤやアサガオの種子を配布し、取り組
みを推進してきました。そこで、9月に実施した市主
催の「グリーンカーテンコンテスト」に応募いただいた
市民のみなさんの作品や感想をご紹介します。
■問 環境保全課環境保全班（緯内線364）。
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・8月の電気料金が12% 減になりました。
・緑色のゴーヤが風に揺られているのを見ると
　涼しさを感じます。
・マンション5階のプランター栽培でも大きく
　育ちました。
・猛暑で野菜が高騰しましたが、我が家はビタ
　ミン豊富なゴーヤ料理で夏バテ知らずでした。

　みなさんからの報告では、グリーンカーテンは千円くらいの予算から取り組めるそうです。
　室内の温度や経済的な効果はもちろんですが、緑のカーテンによる癒やしや植物を育てる
楽しみなども増えたそうです。来年も多くの人に取り組んでいただけることを期待します。

  ご参加ありがとうございました

グリーンカーテンコ  グリーンカーテンコンンテステストト

北条さん（木刈）の作北条さん（木刈）の作品品

■紹介します みなさんの感想
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鈴木さん（舞姫）の作鈴木さん（舞姫）の作品品

読み聞かせボランティアが紙芝居を読み上
げると児童たちは熱心に聞き入りました

紙芝居は印旛明誠高校美術部のみなさんが
夏休みを利用して作成しました

　
市
で
は
ỏ
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
ỏ
認
知
症
サ
ポ
ồ
タ
ồ
養
成

講
座
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
認
知
症
サ
ポ
ồ
タ
ồ
は
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
Ố
認
知
症
の
人
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
Ố
認
知
症
が
脳
の
病
気
で
あ

認
知
症
サ
ポ
ồ
タ
ồ
養
成
講
座

る
こ
と
を
理
解
し
ỏ
認
知
症
の
人
と
の

か
か
わ
り
方
を
知
る
人
で
す
Ố

　
身
近
に
認
知
症
の
人
が
い
た
ら

供
そ
ỳ
と
見
守
る
僑供
そ
ỳ
と
手
助
け
す

る
僑
人
が
大
勢
い
る
こ
と
で
ỏủ
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
Ứ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
Ố



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

　牛乳パックなどの紙パックは、「燃やすごみ」ではなく「資源
物」として排出することで、トイレットペーパーやティッシュ
ペーパー、キッチンペーパーなどに生まれ変わります。例えば、
１リットルの紙パック６枚がトイレットペーパー１個に相当し
ます。紙パックは大切な資源となりますので、「燃やすごみ」と
して排出するのではなく「資源物」として排出することを心が
け、ごみの減量化、資源化にご協力をお願いします。
【紙パックの出し方】
茨水洗いする。
芋切り開いて乾かす。
鰯複数枚溜まったら、
ひもで十字に縛り、次
のいずれかの方法で出
します。
　臼子ども会や町内　
　会などが行っている有価物集団回収へ
　渦スーパーなどの店頭回収ボックスへ　
　嘘資源物の回収日（雨の日は避ける）に、ごみ集積所へ
　唄市役所・各支所・各出張所・各公民館・文化ホールに設置
　　の回収ボックスへ
※内側にアルミ箔が貼ってあるものは、「雑がみ」として出して
ください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

平成⚒⚗年（⚒⚐⚑⚕）⚑⚑月⚑⚕日号（⚒）

支出率支出済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
出

50．0昏1億4，799万円2億9，598万円議 会 費
41．6昏16億2，090万円　38億9，483万円総 務 費
33．0昏31億2，624万円94億6，023万円民 生 費
36．6昏14億2，728万円38億9，641万円衛 生 費
32．8昏1億　 181万円3億1，082万円農 林 水 産 業 費
87．4昏4億5，342万円5億1，859万円商 工 費
12．9昏5億3，496万円41億6，244万円土 木 費
44．3昏8億 5，186万円19億2，446万円消 防 費
28．1昏19億1，052万円67億9，628万円教 育 費
0．0昏0円500万円災 害 復 旧 費
49．5昏12億3，155万円24億8，799万円公 債 費
0．0昏0円9，796万円予 備 費
33．7昏114億　 653万円338億5，099万円歳 出 合 計

   平成27年度一般会計当初予算額は319億2千万円
でしたが、その後3回の補正が行なわれ、9月末現在
の予算は338億5,099万円（うち前年度からの繰越

分が14億1,719万円）となっています。前年同期比
6.5％の減となりました。
■問 財政課財政班（緯内線481～484）。

収入率収入済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
入

60．9昏101億6，398万円166億9，069万円市 税
30．7昏9，825万円　3億2，000万円地 方 譲 与 税
45．0昏1，124万円2，500万円利 子 割 交 付 金
30．6昏1，808万円5，900万円配 当 割 交 付 金
0．0昏0円6，400万円株 式 譲 渡 所 得 割 交 付 金
65．9昏8億6，367万円13億 1，000万円地 方 消 費 税 交 付 金
43．9昏5，920万円1億3，500万円ゴルフ場利用税交付金
54．1昏2，706万円5，000万円自 動 車 取 得 税 交 付 金
102．9昏1億 　286 万円1億 　　　　円地 方 特 例 交 付 金
78．0昏18億1，638万円23億3，000万円地 方 交 付 税
60．6昏606万円1，000万円交通安全対策特別交付金
41．1昏4億　 875万円9億9，501万円分 担 金 及 び 負 担 金
42．5昏1億 　689万円2億5，156万円使 用 料 及 び 手 数 料
32．3昏13億 　364万円40億3，315万円国 庫 支 出 金
15．3昏2億9，753万円19億4，073万円県 支 出 金
47．1昏2，718万円5，776万円財 産 収 入
97．1昏66万円68万円寄 附 金
0．0昏0円25億9，809万円繰 入 金

205．0昏18億5，315万円9億 　378万円繰 越 金
50．6昏8億3，866万円16億5，654万円諸 収 入
0．0昏0円3億2，000万円市 債
53．2昏180億　 324万円338億5，099万円歳 入 合 計
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　日本中だけでなく、海外から
もやってきたゆるキャラが一
堂に会する夢のイベント「世界
キャラクターさみっとin羽生」
が今年も開催。この一大イベ
ントに市のマスコットキャラ
クター「いんザイ君」も参加し
ます。
　みなさん、会場でお会いしましょう。
■時 11月21日臥、22日蚊・いずれも午前9時～午後3時30分。
■場 羽生水郷公園芝生広場（埼玉県羽生市三田ケ谷751―1）。
■ＨＰ http://gotouchi-chara.jp/hanyu2015/
■問 経済政策課地域資源振興班（緯内線351・352）。
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収入/支出率収入/支出済額予算現額会　　　　計　
■
特
別
会
計

41．2昏39億1，941万円95億868万円歳入国 民 健 康
保 険 43．6昏41億 5，046万円95億868万円歳出

25．2昏5億6，100万円22億3，061万円歳入
下水道事業 20．8昏4億6，497万円22億3，061万円歳出

38．5昏17億5，547万円45億5，471万円歳入
介 護 保 険 38．2昏17億4，066万円45億5，471万円歳出

36．4昏2億1，054万円5億7，866万円歳入後 期 高 齢 者
医 療 22．9昏1億3，232万円5億7，866万円歳出

ごみの分別大事典シリーズH27－鰻

紙パック紙パックはは
「燃やすごみ」ではありませ「燃やすごみ」ではありませんん
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察

署
員
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作
ỳ
た
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振
り
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む
な
音

頭
Ứ
の
披
露
や
ỏ
印
西
市
・
白
井

市
・
栄
町
の
ゆ
る
キ
Ỿ
ラ
た
ち
に
よ

る
防
犯
P
R
活
動
な
ど
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実
施
Ố

　
特
に
ホ
リ
さ
ん
は
ỏ
印
旛
明
誠
高

校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
し
て
い
る
時

に
得
意
の
物
ま
ね
を
披
露
し
た
り
ỏ

ủ
振
り
込
む
な
音
頭
Ứ
を
一
緒
に

踊
ỳ
た
り
し
て
フ
ỻ
ス
タ
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
Ố
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
ỏ
会
場
に
訪
れ
た
み
な

さ
ん
も
ủ
電
話
　
詐
欺
Ứ
な
ど

de

に
対
す
る
日
常
の
防
犯
意
識
を

高
め
て
い
た
よ
う
で
す
Ố

■問 
市
民
安
全
課
パ
ト
ロ
ồ
ル
班

ớ
緯
内
線
7
1
4
ỜỐ

 一
日
警
察
署
長
の
ホ
リ
さ
ん
が
防
犯
を
呼
び
か
け

ủ
印
西
地
区
防
犯
フ
ỻ
ス
タ
2
0
1
5
Ứ
開
催
開
催
 

 里
山
の
会
E
C
O
M
O
が
大
賞
ỏ

印
西
市
環
境
保
全
課
が
特
別
賞
を
受
賞
 

 Ỗ
第
4
回
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
Ỗ

「振り込むな音頭」を踊るホリさ「振り込むな音頭」を踊るホリさんん

エノキの木周辺で実施した里山観察エノキの木周辺で実施した里山観察会会

大賞を受賞した「里山の会ECOMO」のみなさ大賞を受賞した「里山の会ECOMO」のみなさんん

会
い
会
い
にに

来
て

　
来
て
ねね
外外

洗って開いてリサイク洗って開いてリサイクルル

平成27年度上半期の財政状況



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

（⚓）平成⚒⚗年（⚒⚐⚑⚕）⚑⚑月⚑⚕日号
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紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
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市職員給市職員給与与・・定員の状況などの公定員の状況などの公表表
　市では、「印西市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を定めています。
　ここでは、市民のみなさんに、市の人事行政についての理解を深めていただくた
め、職員の給与や職員数、勤務条件などの状況についてお知らせします。
　詳しい内容は、市ホームページでご覧になれます。
■問 総務課人事職員班（緯内線433、434）。

★職員の初任給の状況

計
8級7級6級5級4級3級2級1級区　　分
部長課長

主幹副主幹主査主査補主任主事
主任技師

主事主事補標 準 的 な 職 参事技師技師補

463206831126111443825職員数（人）
（福祉職などを除く）

1004.314.76.727.224.09.58.25.4構成比（％）

1003.716.55.623.427.211.38.04.31年前の
構 成 比参

　
考 1003.113.310.28.531.525.56.01.95年前の
構 成 比

（注）1．印西市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　  2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

★一般行政職の級別職員数の状況 （平成27年4月1日現在）

増減職　　員　　数区　　分
平成27年平成26年部　　門

－4479483一 般 行 政
（－2）（190）（192）（ う ち 福 祉 部 門 ）
－3131134教 育
　04949公 営 企 業 な ど
－7659666計

★定員の状況・部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

合
計派遣終了任期満了自己都合公務外

死亡退職勧奨退職定年退職

4912030331人数

★職員の退職状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日）

事由

★公平委員会業務の状況

　公平委員会とは、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保証するための機
関です。平成26年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告について
は下表のとおりです。

該当する案件はなかった
1．勤務条件に関する措置の要求に係る事項
2．不利益処分に関する不服申し立てに係る事項

給料月額など区　　　分給料月額など区　　　分
（平成26年度支給割合）
　6月期　1．90月分　　
　12月期　2．05月分　　

計　3．95月分　　

議　　　長
副　議　長
議　　　員

期
末
手
当

850，000円市　　　長
給
料

710，000円副　市　長

【算定式】
850，000円×
　在職月数×0．35（支給率）
【1期の手当額】

1，428万円
【支給時期】任期毎

市　　　長
退
職
手
当

430，000円
（460，000円）
360，000円
（390，000円）
340，000円
（370，000円）

議　　　長

副　議　長

議　　　員

報
酬

5％
5％

市　　　長地
域
 

 手
当 【算定式】

710，000円×
　在職月数×0．25（支給率）
【1期の手当額】　852万円
【支給時期】任期毎

副　市　長

副　市　長
（平成26年度支給割合）
　6月期　1．85月分　　
　12月期　2．00月分　　

計　　3．85月分　　

市　　　長

副　市　長

期
末
手
当
（注）1．給料の（　）内は、平成27年4月30日以降の金額です。
　　　2．退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額および支給率に基
　　　　づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

★特別職の報酬などの状況 （平成27年4月1日現在）

★職員の年次有給休暇の取得状況 （平成26年1月1日～平成27年3月31日）

平均取得日数制度概要

14.1日1年につき20日付与
残日数（20日上限）を翌年に繰り越し可

部分休業育児休業

00
男性職員

00
04

女性職員
011
04

計
011

（注）上段は、平成2６年度中に新たに育児休業（部分休業）取得した人数。下段は平成2５年度から
　　2６年度にかけて引き続き育児休業（部分休業）している人数です。

★育児休業および部分休業の取得状況
区分

職員

前 年 度 の
人 件 費 率

人件費率人件費実質収支歳出額住民基本台帳人口区分 （B／A）（B）（A）（年度末）
％％千円千円千円（27年1月1日）26年度 18.017.25,669,８００2,249,37232,957,65893,722人

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

★人件費の状況（普通会計決算）

1人当たり給与費給　　　与　　　費職員数区　分 （B／A）計（B）期末・勤勉手当職員手当給　料（A）
千円千円千円千円千円人

648
平成26
年度 6,5724,258,3441,039,340627,4742,591,530

（注）1．職員手当には、退職手当は含みません。
　　  2．職員数は、平成26年4月1日現在の一般職に属する職員数です
　　　　（常勤の任期付職員を含み、教育長を除く）。

★職員給与費の状況（普通会計決算）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職区　分 平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
52.0歳318,096円278,200円42.5歳477,419円342,400円印西市

（注）給与月額とは、月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退
　 　 職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（平成27年4月1日現在）★職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

67千円支給実績（平成 26年度決算）

特殊勤務
手　　当
（普通会計）

6,082円支給対象職員1人当たり平均支給年額
1.7％職員全体に占める手当支給職員の割合
4手 当 の 種 類（ 手 当 数 ）

日額300円感染症処理手当

手当の名称
および
支給単価

日額300円（ただし、月3,000円以内）税 務 手 当
日額400円ご み 処 理 手 当

取り扱い1件につき
病人2,000円
死亡人3,000円

行旅病人及び行
旅等死亡人取扱
手 当

191，933千円支 給 実 績26年度時　間　外
勤務手当

246千円職員 1人当たり支給年額
158，790千円支 給 実 績25年度 204千円職員 1人当たり支給年額

（注）職員1人当たり平均支給年額を算出する際の職員数は、支給実績と同じ年度の4月1日現在の
総職員数（制度上時間外勤務手当の支給対象とならない職員を除く）で、短時間勤務職員を含みます。

全地域支 給 対 象 地 域

地域手当
（普通会計）
平成27年4月1日

現在

8.5％支 給 率
642人支 給 対 象 職 員 数
15.0％国 の 制 度 （ 支 給 率 ）

220,459千円支給実績（平成 26年度決算）

334,536円支給対象職員1人当たり平均支給年額
（ 平 成 2 6 年 度 決 算 ）

（注）1．支給対象職員数は、平成27年4月1日現在の職員数です（短時間勤務
　　　  職員を除く）。
　　  2．支給職員1人当たり平均支給年額は、実支給人数で除した額です。
　　  3．地域手当とは、公務員給与と民間賃金の地域間格差の事情などに応じ、
　　　  調整する手当です。

国印　　西　　市区　分

－1人当たり平均支給額（平成26年度）

期末手当
勤勉手当

1,623千円
（平成26年度支給割合）（平成26年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当  　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
 6月期　　1．225月分　0．675月分   6月期        1．225月分　0．675月分
12月期　　1．375月分　0．825月分 12月期        1．375月分　0．825月分
　計　　     2．60月分　 1．50月分　　計　　　  2．60月分　1．50月分　
職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　　　　・役職加算…5～20％
　　　　・管理職加算…10～25％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算…5～20％

   （支給率）  自己都合　　勧奨・定年  （支給率）   自己都合　　勧奨・定年

退職手当

勤続20年  20.445月分  25.55625月分勤続20年  20.445月分  25.55625月分
勤続25年  29.145 月分 34.5825月分勤続25年  29.145 月分 34.5825月分
勤続35年  41.325月分   49.59 月分勤続35年  41.325月分　49.59 月分
最高限度額      49.59 月分   49.59月分最高限度額  　 49.59 月分　49.59月分

定年前早期退職特例措置
（3％～45％）

その他の
加算措置

定年前早期退職など特例措置
（2％～45％）

その他の
加算措置

－退 職 時
特別昇給－退 職 時

特別昇給

－1人当たり
平均支給額21,844千円1人当たり

平均支給額
（注）1．退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給さ
　　　れた平均額です。
　　2．期末勤勉手当とは、民間における賞与に相当する手当です。

★職員手当の状況

（平成27年4月1日現在）
国千　葉　県印　西　市区　　　分
181，200円総合職182,800円182,800円大学卒一般行政職 174，200円一般職
142，100円148,200円148,200円高校卒
－145,800円145,800円高校卒技能労務職 －133,000円133,000円中学卒
－－184,700円大学卒医療技術職

（栄養士） －167,300円167,300円短大卒
－214,200円217,200円大学卒看護・保健職

（保健師） －208,500円208,500円短大3卒

★職員の初任給の状況
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仲
道
郁
代
＆
仲
道
祐
子
デ
ỿ
オ
⎁
コ
ン
サ
ồ
ト

■問 
本
埜
公
民
館
ớ
緯
碓97 
2
0
1
1
ỜỐ

体
験
教
室
　ủ
し
め
縄
づ
く
り
Ứ

　
お
正
月
飾
り
に
し
め
縄
づ
く
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

12
■場 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
ớ
師
戸
ỜỐ

■定 
　
人
ớ
先
着
順
ỜỐ

15
■費 
5
0
0
円
ớ
材
料
費
ỜỐ

■他 
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
Ố

■申 
　
月
　
日
峨
か
ら
電
話
ỏ
F
A
X
ỏ

11

17

ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で
ớ
先
着

順
ỜỐ

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
ớ
緯
碓99 
0

0
0
2
・
胃
碓99 
2
2
2
3
ỜỐ

　
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
ỏ
コ
ロ
ỽ
ケ

さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ἀ
ồ
で
す
Ố

新
年
は
爆
笑
し
よ
う
Ố

　
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
世
界
Ố
こ
の
面
白
さ
を
ぜ

ひ
生
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
Ố

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
臼
午
後

28

23

2
時
開
演
ỏ
渦
午
後
5
時
　
分
開
演

30

ớ
2
回
公
演
で
臼
渦
は
同
内
容
ỜỐ

■費 
一
般
5
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
4
⁌
0
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
Ố
発
売
初
日
の
み
一
人

6
枚
ま
で
Ố
未
就
学
児
入
場
不
可
Ố

※
シ
ル
バ
ồ
割
引
ớ
　
歳
以
上
Ờ・

65

障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ　
月
　
日
臥
か
ら

11

21

文
化
ホ
ồ
ル
ỏ
イ
ồ
プ
ラ
ス
ớ
■ＨＰ h

t
tp
://e
p
lu
s.jp
/

Ờ
で
販
売
開
始
Ố

　
月
　
日
我
か
ら
は
文
化
ホ
ồ
ル
で

11

25

電
話
予
約
可
Ố

　
0
歳
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き

る
約
一
時
間
の
ク
ラ
シ
ỽ
ク
・
コ
ン

サ
ồ
ト
Ố
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

楽
し
い
お
話
や
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
を

交
え
な
が
ら
ỏ
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
臼
午
前
　
時
開
演
ỏ

12

13

11

渦
午
後
2
時
開
演
ớ
2
回
公
演
で
臼

渦
は
同
内
容
ỜỐ

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
小
学
生
ま
で
Ờ
5
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
・
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
Ố
文
化
ホ
ồ
ル
の
み
電
話

予
約
受
付
中
Ố

　
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
を
持
つ

仲
道
郁
代
Ố
瑞
々
し
い
感
性
を
そ
な

え
た
正
統
派
の
仲
道
祐
子
Ố
テ
レ
ビ

出
演
や
オ
ồ
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
い
ỏ
人
気
・
実

力
と
も
に
注
目
を
集
め
る
二
人
の
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ồ
ト
を
行
い
ま
す
Ố

■時 
平
成
　
年
2
月
　
日
臥
・
午
後
3

28

13

時
開
演
Ố

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
ỏ
子
ど
も

ớ
高
校
生
ま
で
Ờ
2
街
0
0
0
円
Ố

※
全
席
指
定
Ố
発
売
初
日
の
み
一
人

6
枚
ま
で
Ố

※
障
が
い
者
割
引
有
り
Ố

※
未
就
学
児
入
場
不
可
Ố

※
チ
ケ
ỽ
ト
は
ỏ　
月
　
日
臥
か
ら

12

12

文
化
ホ
ồ
ル
ỏ
イ
ồ
プ
ラ
ス
ớ
■ＨＰ h

t
tp
://e
p
lu
s.jp
/

Ờ
で
販
売
開
始
Ố

　
月
　
日
峨
か
ら
は
文
化
ホ
ồ
ル
で

12

15

電
話
予
約
可
Ố

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
　
　
Ỗ
野
鳥
観
察
会
Ỗ

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

12

19

30

正
午
Ố

■場 
本
埜
第
二
小
学
校
プ
ồ
ル
脇
駐
車

場
集
合
ớ
笠
神
ỜỐ

■内 
白
鳥
の
飛
来
地
周
辺
を
約
2
時
間

歩
い
て
観
察
し
ま
す
Ố

■対 
市
内
の
小
学
生
ớ
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

20
■費 
　
円
ớ
保
険
代
ỜỐ

30
■他 
防
寒
対
策
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ

い
ớ
帽
子
と
運
動
靴
は
必
須
ỜỐ

■申 
　
月
1
日
峨
ま
で
に
ỏ
電
話
ま
た

12
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

※
月
曜
日
と
　
月
　
日
峨
を
除
く
Ố

11

24

講
座
・
催
し

　消費者庁前参与で、NPO法人高齢社会をよくする女
性の会理事長の樋口恵子氏を講師に迎え、消費者被害
にあわない「安全・安心なまちづくり」をテーマに講演
会を開催します。
■時 12月 6日蚊・午後 1時 30分～ 3時 30分。
■場 文化ホール 2階多目的室（大森）。
【第 1部】「賢い消費者になりましょう」
印西市消費生活センター相談員。
【第 2部】樋口恵子氏講演。
■定 100人。
■費 無料。
■申 電話またはメールで下記まで（先着
順）。
■問 市民活動推進課市民活動支援班
（緯内線 344・■メール siminkatudou@city.inzai.lg.jp）。

樋口恵子氏講演樋口恵子氏講演会会　
「増加する消費「増加する消費者者被害をふせぐには被害をふせぐには」」

都
市

を
記
入
し
た
書
面
ớ
意
見
書
Ờ
を
都

市
計
画
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
Ố

■問 
都
市
計
画
課
計
画
班
ớ
〒
2
7
0

Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

Ổ
2
・
緯
内
線
7
6
6
ỜỐ

健
康

家
で
も
で
き
る

　
　
　
　
か
ん
た
ん
運
動
講
座

　
体
を
動
か
し
た
い
け
れ
ど
ỏ
何
も

で
き
て
い
な
い
人
ỏ
ま
ず
は
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
Ố
健
康
運
動
指
導
士

が
家
で
も
で
き
る
運
動
を
教
え
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

12

10

30

　
時
　
分
Ố

11

30

■場 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
大
森
ỜỐ

■内 
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
ỏ
筋
力
ト

レ
ồ
ニ
ン
グ
や
ウ
オ
ồ
キ
ン
グ
の
正

し
い
姿
勢
な
ど
の
実
技
Ố

■対 
こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
Ố

■定 
　
人
Ố

10
■費 
無
料
Ố

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
す
べ
ら
な
い
上

履
きớ
ス
リ
ỽ
パ
不
可
Ờỏ
飲
み
物
を
持
参
Ố

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓42 
5
5

9
5
ỜỐ

任
期
付
職
員
の
登
録
選
考

　
4
月
か
ら
市
役
所
や
市
の
出
先
機

募
集

胸任期付職員の募集条件胸
主な業務内容応募資格定員職種

窓口業務、電話対応業務、パソコン
を使用した事務処理など

▲

地方公務員法第16条に
定める欠格条項に該当し
ない人

▲

介護支援専門員、保健師
または看護師、保育士また
は幼稚園教諭、栄養士、司
書、社会福祉士、養護教諭
については資格を有する
こと

▲

普通自動車運転免許を
取得している人（保健師、
看護師、保育士、幼稚園教
諭は、原則）

▲

心身ともに健康で体力
に自信のある人
※詳細は、市ホームページ
から「任期付職員採用選考
案内」で検索。

10人
程度一般事務

訪問調査、介護認定事務、または地域包
括支援センターなどでのケアマネジメン
ト業務

4人
程度

介護支援
　　　専門員

保育園などでの健康管理、衛生管理
などに関する助言、指導など

2人
程度

保健師または
　　　看護師

学童クラブでの保育業務20人
程度

学童保育
　　　指導員

保育園、幼稚園、福祉施設などでの
保育業務

4人
程度

保育士または
　幼稚園教諭

小・中学校での学校用務、給食配膳
業務、環境整備など

5人
程度用務員

学校給食センターでの栄養管理・指
導業務など

1人
程度栄養士

図書館窓口業務（レファレンス、貸
出業務）など

3人
程度司書

福祉に関する相談、助言、指導および福祉施
設との連携、サービス提供など

2人
程度社会福祉士

学校保健業務、児童生徒健康診断業
務など

1人
程度養護教諭

1/23
（土）

コ
ロ
ỽ
ケ
芸
能
生
活
　
周
年

35

　
　
　
　
　
　
記
念
コ
ン
サ
ồ
ト

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
・
コ
ン
サ
ồ
ト

　
　
　
　
Ỗ
0
才
か
ら
の
ク
ラ
シ
ỽ
ク
Ỗ

12/13
（日）

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイプレイガイドド

■問 文化ホール
（緯碓⚔⚒ 8811）
〒⚒⚗⚐－⚑⚓⚒⚗
印西市大森⚒⚕⚓⚕

※
各
種
割
引
や
詳
細
は
ỏ
市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
ま
た
は
文
化
ホ
ồ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
ỏ
文
化

ホ
ồ
ル
の
み
で
す
Ố

樋口恵子氏

平成27年（2015）11月15日号（4）

ス
ポ
ồ
ツ

関
で
働
く
任
期
付
職
員
を
下
表
の
と

お
り
募
集
ớ
登
録
選
考
Ờ
し
ま
す
Ố

合
格
者
は
任
期
付
職
員
登
録
者
名
簿

に
登
録
し
ỏ
必
要
に
よ
り
任
期
付
職

員
と
し
て
採
用
し
ま
す
Ố
登
録
期
間

は
平
成
　
年
4
月
1
日
Ỗ
平
成
　
年

28

29

3
月
　
日
Ố

31

※
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
ỏ
採
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
ỏ
任
期
付
職

11

30

員
採
用
選
考
申
込
書
ớ
必
要
事
項
を

記
入
し
写
真
貼
付
Ờ
を
左
記
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
Ố

※
募
集
案
内
は
ỏ
人
事
職
員
班
ỏ
各

支
所
ỏ
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
ớ
休

日
ỏ
休
館
日
を
除
く
Ờỏ
ま
た
は
市

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド

も
可
Ố

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
ớ
〒
2
7
0

Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

Ổ
2
・
緯
内
線
4
3
3
ỜỐ

印
西
都
市
計
画

　
　
　
地
区
計
画
の
案
の
縦
覧

胸
縦
覧
期
間
ộ
　
月
　
日
我
Ỗ
　
月

11

25

12

9
日
我
・
午
前
8
時
　
分
Ỗ
午
後
5

30

時
　
分
ớ
土
曜
ỏ
日
曜
ỏ
祝
日
を
除

15
く
ỜỐ

■場 
都
市
計
画
課
Ố

胸
内
容
ộ
地
区
計
画
の
決
定
ớ
内
野

二
丁
目
地
区
Ờỏ
地
区
計
画
の
変
更

ớ
木
刈
六
丁
目
地
区
ỏ
木
刈
七
丁
目

地
区
ỏ
印
西
牧
の
原
西
地
区
ỏ
印
西

牧
の
原
駅
前
セ
ン
タ
ồ
地
区
ỏ
い
に

は
野
地
区
ỏ
印
旛
日
本
医
大
駅
前
周

辺
地
区
ỏ
い
に
は
野
業
務
施
設
地
区
ỏ

平
賀
学
園
台
地
区
ỜỐ

■対 
市
内
在
住
ớ
法
人
を
含
む
Ờ
の
人

と
利
害
関
係
人
Ố

胸
意
見
の
提
出
ộ
本
案
に
つ
い
て

ご
意
見
の
あ
る
人
は
ỏ
縦
覧
期
間
中

に
意
見
の
内
容
と
住
所
ỏ
氏
名
な
ど

第
　
回
印
旛
郡
市
駅
伝
競
走
大
会

85
　
佐
倉
市
の
岩
名
運
動
公
園
か
ら
滝

野
小
・
中
学
校
前
を
折
り
返
す
　
・
35

2
1
娃
コ
ồ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
Ố

■時 
　
月
6
日
蚊
・
午
前
　
時
Ỗ
　
時

12

10

11

　
分
ớ
予
定
ỜỐ

30■場 
ス
タ
ồ
ト
・
ゴ
ồ
ル
は
岩
名
運
動

公
園
Ố

※
当
日
は
ラ
ン
ナ
ồ
な
ど
が
沿
線
を

通
行
す
る
際
ỏ
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ỏ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

※
詳
し
い
内
容
は
ỏ
本
紙
　
月
1
日

12

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

■問 
ス
ポ
ồ
ツ
振
興
課
振
興
班
ớ
緯
碓42 

8
4
1
7
ỜỐ



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

議
会

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

27

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
ớ
個

人
Ờ
の
内
容
が
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

と
左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
俄
Ỗ
ớ
予
定
ỜỐ

11

30

■場 
議
会
事
務
局
ỏ
行
政
資
料
コ
ồ

ナ
ồ
ớ
市
役
所
一
階
Ờỏ
各
支
所
ỏ

図
書
館
Ố

■問 
議
会
事
務
局
ớ
緯
内
線
6
0
7
ỜỐ

請
願
ớ
陳
情
Ờ
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

27

に
か
け
る
請
願
ớ
陳
情
Ờ
の
提
出
期

限
は
ỏ　
月
　
日
牙
・
正
午
で
す
Ố　

11

19

※
提
出
す
る
場
合
ỏ
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
議
会
事
務
局
Ố

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

27

の
会
期
は
　
月
　
日
俄
Ỗ
　
月
　
日

11

30

12

18

画
の
予
定
で
す
Ố

※
会
期
中
に
休
会
日
あ
り
Ố
開
催
日

は
ỏ
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
議
会
事
務
局
Ố

ủ
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
Ứ

　
　
一
面
掲
載
の
写
真
を
募
集

　
題
材
は
市
内
で
四
季
折
々
の
風
景
Ố

■対 
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ
在
学
の
人
Ố

■問 
議
会
事
務
局
ớ
緯
内
線
6
0
5
ỜỐ

福
祉

認
知
症
カ
フ
ỻ

Ỗ
第
4
回
い
ん
ざ
い

　
　
　
　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ỻ
Ỗ

　
認
知
症
の
人
と
家
族
ỏ
地
域
住
民
ỏ

専
門
職
の
誰
も
が
参
加
で
き
集
う
場

で
す
Ố

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

11

27

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
ớ
原
山
ỜỐ

■対 
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
ỏ
認
知

症
に
関
心
の
あ
る
人
Ố

■定 
　
人
ớ
認
知
症
の
人
　
人
程
度
を

30

10

含
む
ỜỐ

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
Ố

■費 
一
人
2
0
0
円
ớ
参
加
費
ỜỐ

■問 
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
 秋
桜
 

こ
す
も
す

ớ
印
西
市
認
知
症
カ
フ
ỻ
モ
デ
ル
事

業
受
託
事
業
者
・
緯
碓97 
5
5
3
5
ỜỐ

　医
師
に
よ
る

　
　
　ủ
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
Ứ

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
Ố

■時 
　
月
3
日
牙
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

12
■場 
市
役
所
一
階
相
談
室
ớ
大
森
ỜỐ

※
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
ớ
緯
内
線
2
6
8
ỜỐ

介
護
予
防
・
動
い
て
外

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
予
防

　
運
動
し
な
が
ら
認
知
症
予
防
に
向

け
た
課
題ớ
頭
の
体
操
な
ど
Ờや
ỏ
認

知
症
・
口
腔
機
能
・
栄
養
講
座
を
行

い
ま
す
ớ
全
　
回
コ
ồ
ス
ỜỐ

10

■時 
平
成
　
年
1
月
Ỗ
3
月
の
毎
週
金

28

曜
日
・
い
ず
れ
も
午
後
2
時
間
程
度
Ố

■場 
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ồ
ớ
竹

袋
ỜỐ

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
ớ
要

65

支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く
ỜỐ

※
新
規
申
込
者
が
優
先
Ố

■定 
　
人
Ố

40

■申 
　
月
4
日
画
ま
で
に
電
話
ま
た
は

12
左
記
窓
口
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
高
齢
者
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

ớ
緯
内
線
2
7
1
・
2
7
2
ỜỐ

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
の
利
用
相

談
や
悩
み
な
ど
に
相
談
員
が
応
じ
ま

す
ớ
要
予
約
ỜỐ

■時 
■場 
■申 
左
表
の
と
お
り
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援
班
Ố

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の

　
　
　
補
聴
器
購
入
費
を
助
成

■対 
印
西
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
ỏ
次

の
臼
Ỗ
唄
の
条
件
を
全
て
満
た
す
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
Ố

臼
対
象
児
が
属
す
る
世
帯
に
市
民
税

所
得
割
額
　
万
円
以
上
の
人
が
い
な

46

い
こ
と
Ố

渦
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
ỏ
言
語
の

習
得
な
ど
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
Ố

嘘
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
　
デ
シ
ベ

70

ル
未
満
で
育
成
医
療
機
関
の
指
定
医

師
が
補
聴
器
の
装
用
を
必
要
と
認
め

る
こ
と
Ố

唄
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
者
で
あ
る
こ
と
Ố

胸
助
成
対
象
補
聴
器
ộ
軽
・
中
・
高
・

重
度
難
聴
用
ớ
ポ
ケ
ỽ
ト
型
・
耳
か

け
型
Ờỏ
耳
あ
な
型ớ
レ
デ
ỹ
メ
イ
ド
・

オ
ồ
ダ
ồ
Ờỏ
骨
導
式ớ
ポ
ケ
ỽ
ト
型
・

眼
鏡
型
Ờ
ほ
か
Ố

胸
助
成
額
ộ
市
が
定
め
る
額
と
購
入

費
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
3

分
の
2
ớ
1
0
0
円
未
満
切
り
捨

て
ỜỐ

■申 
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

ớ
事
前
に
購
入
し
た
場
合
は
助
成
の

対
象
外
ỜỐ

■問 
障
が
い
福
祉
課
ớ
緯
内
線
2
6
6
ỜỐ

胸巡回相談　日程表胸
申し込み会　場日　時

いんば障害者

相談センター

（緯碓99 2501）

 印旛支所
 1階相談室  
 　　（美瀬）

第１・３火曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合は無し）

 本埜支所
 1階相談室
　　（笠神）

第２・４火曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合は無し）

■費 
一
般
1
街
2
0
0
円
ỏ
中
学
生
以

下
6
0
0
円
ớ
昼
食
付
き
ỜỐ

■申 
住
所
ỏ
氏
名
ỏ
電
話
番
号
ỏ
人
数

を
メ
ồ
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ
Ố

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ồ
バ
ン
千
葉
ネ
ỽ
ト

ワ
ồ
ク
・
丹
澤
ớ
■メール in

fo
@
rc
n
�fo

ru
m
.o
rg

・
胃
碓42 
4
1
4
3
ỜỐ

猿
バ
ス
歌
手
倉
本
晋
児
コ
ン
サ
ồ
ト

　
歌
の
花
束
を
あ
な
た
に
Ố

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
Ố

11

29

30

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

■費 
前
売
り
券
2
街
5
0
0
円
Ố
当
日
券

2
街
8
0
0
円
Ố
学
生
1
街
5
0
0
円
Ố

■問 
実
行
委
員
会
事
務
局
ớ
緯
／
胃
碓46 

1
5
6
8
・
■メール k

u
rab
ass.0

6
1
8

@
g
m
ail.co

m

ỜỐ

猿
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
を
読
む
会
会
員
募
集

■時 
8
月
を
除
く
毎
月
第
一
・
三
日
曜

日
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ
正
午
Ố

20

■場 
小
林
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
プ
ラ
ザ
Ố

■内 
英
文
雑
誌
の
最
新
記
事
を
輪
読
し
ỏ

内
容
の
理
解
を
深
め
ま
す
Ố

■費 
月
額
5
0
0
円
ớ
会
費
ỜỐ

■問 
渡
辺
ớ
緯
0
4
Ổ
7
1
8
9
Ổ
5

0
2
8
Ờỏ
澤
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
5
5
7

3
Ổ
9
0
7
8
ỜỐ

猿
湖
翔
祭
ớ
湖
北
特
別
支
援
学
校
Ờ

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ

11

21

40

午
後
2
時
　
分
Ố

15

■場 
湖
北
特
別
支
援
学
校
体
育
館
ほ
か
Ố

■内 
作
業
製
品
販
売
ỏ
作
品
展
ỏ
ス

テ
ồ
ジ
発
表
な
ど
Ố

■問 
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校
・
風
間

ớ
緯
0
4
Ổ
7
1
8
8
Ổ
0
5
9
6
ỜỐ

猿
原
ỳ
ぱ
の
会
の
散
策
会
と
里
山

保
全
活
動

■時 
散
策
会
ộ
　
月
　
日
臥
・
午
前
9

11

21

時
　
分
Ỗ
　
時
　
分
Ố
保
全
活
動
ộ

30

11

30

　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ
　
時
　
分
Ố

22

30

11

30

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ồ
Ố

■他 
長
ズ
ボ
ン
ỏ
長
袖
ỏ
長
ぐ
つ
ま
た

は
履
き
な
れ
た
運
動
靴
で
参
加
Ố

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の
原
ỳ
ぱ

と
森
の
会
・
矢
野
ớ
■携 
0
8
0
Ổ
5

0
8
7
Ổ
7
2
3
5
・
■メール y

m
h
ara

p
p
a@
y
ah
o
o
.co
.jp

ỜỐ

猿
ミ
ỿ
ồ
ジ
ỽ
ク
ジ
Ỿ
ム
2
0
1

5
秋
　
フ
レ
ン
ド
リ
ồ
プ
ラ
ザ

in

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
5
時
Ố

11

21

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ồ
プ
ラ
ザ
ớ
木
刈
ỜỐ

■内 
懐
か
し
い
青
春
フ
Ỽ
ồ
ク
ソ
ン
グ
ỏ

洋
楽
ỏ
昭
和
歌
謡
な
ど
Ố

噛
出
演
ộ
4
バ
ン
ド
・
ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
Ố

■費 
無
料
Ố

■他 
コ
ồ
ヒ
ồ
の
サ
ồ
ビ
ス
有
り
Ố

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ồ
プ
ラ
ザớ
緯
碓46 
8
6
1
1
ỜỐ

猿
収
穫
祭ớ
い
ん
ば
学
舎
・
草
深
Ờ

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
Ỗ

11

29

10

15

午
後
2
時
Ố

■場 
い
ん
ば
学
舎
・
草
深
Ố

■内 
生
産
物
ỏ
陶
芸
作
品
の
販
売
や
和
太

鼓
ỏ
民
族
楽
器
ジ
Ỿ
ン
ベ
演
奏
な
ど
Ố

■問 
い
ん
ば
学
舎
・
間
野
ỏ
藤
本
ớ
緯

碓48 
6
4
1
1
ỜỐ

猿
和
の
灯
か
り
と
き
り
え
の
世
界

　
町
家
で
楽
し
む
紅
葉
と
芸
術
Ố
特

別
公
開
ỏ
戦
地
か
ら
の
手
紙
Ố

■時 
　
月
　
日
画
Ỗ
　
日
蚊
・
い
ず
れ

11

20

22

も
午
前
　
時
Ỗ
午
後
5
時
Ố

10

■場 
武
蔵
屋
ớ
国
登
録
有
形
文
化
財
ỜỐ

■費 
2
0
0
円ớ
観
覧
料
Ờỏ
中
学
生
以
下
無
料
Ố

■問 
岩
井
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
2
5
2
5
Ổ

0
5
5
9
ỜỐ

猿
特
別
支
援
学
級
の
製
品
紹
介

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
Ỗ
午
後
6
時
Ố

11

20

10

■場 
イ
オ
ン
モ
ồ
ル
千
葉
ニ
ỿ
ồ
タ
ウ

ン
店
コ
ス
モ
ス
コ
ồ
ト
ớ
中
央
北
ỜỐ

■内 
市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
特
別
支

援
学
級
の
児
童
生
徒
が
一
生
懸
命

作
ỳ
た
製
品
を
展
示
販
売
Ố

■問 
市
立
西
の
原
中
学
校
・
小
田
ớ
■携 

0
9
0
Ổ
3
1
3
9
Ổ
7
2
9
5
ỜỐ

猿
里
山
水
系
を
歩
く
パ
ồ
ト
　
・
26

ケ
ビ
ン
さ
ん
と
歩
く
晩
秋
の
印
旛

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
Ỗ
午
後

11

28

2
時
ớ
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
ỜỐ

■場 
印
旛
日
医
大
駅
集
合
Ố

■内 
徳
性
院
ỏ
山
田
橋
ỏ
松
虫
寺
な
ど

紅
葉
真
ỳ
盛
り
な
里
山
を
巡
り
ま
す
Ố

そ
の
ほ
か

　子
育
て
お
母
さ
ん
の

　
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ồ

　
　
＆
就
労
相
談
会
　
鎌
ケ
谷

in

　
千
葉
県
ジ
ἀ
ブ
サ
ポ
ồ
ト
セ
ン

タ
ồ
と
印
西
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
白
井

市
が
共
催
で
ủ
自
己
理
解
と
キ
Ỿ
リ

ア
プ
ラ
ン
Ứủ
就
職
ス
キ
ル
Ứ
が
テ
ồ

マ
の
セ
ミ
ナ
ồ
と
就
労
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
Ố

■時 
　
月
　
日
牙
Ố

12

17

ừ
セ
ミ
ナ
ồ
Ử
午
前
　
時
Ỗ
　
時
　

10

12

30

分
Ố

ừ
就
労
相
談
会
Ử
午
後
1
時
　
分
Ỗ
Ố

45

■場 
鎌
ケ
谷
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ồ
3
階
集
団
指
導
室
ớ
鎌
ケ
谷
市

役
所
裏
ỜỐ

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
も

可
Ố

■対 
再
就
職
を
考
え
て
い
る
子
育
て
中

ớ
後
Ờ
の
女
性
Ố

※
保
育
有
り
ớ
未
就
学
児
　
人
ま
で
Ố

10

実
費
負
担
一
人
1
0
0
円
Ố　
月
3

12

日
牙
ま
で
に
要
申
し
込
み
ỜỐ

■定 
ừ
セ
ミ
ナ
ồ
Ử　
人
ỏừ
就
労
相

20

談
会
Ử
3
人
ớ
求
職
中
の
人
ỜỐ

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
ớ
緯
内

線
3
5
4
・
3
5
5
ỜỐ

※
セ
ミ
ナ
ồ
内
容
の
詳
細
は
ỏ
千
葉

県
ジ
ἀ
ブ
サ
ポ
ồ
ト
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯

0
4
3
Ổ
2
4
5
Ổ
9
4
2
0
Ờ
へ
Ố

税
金

青
色
決
算
説
明
会
・

　
　
　
　
　
　
消
費
税
説
明
会

　
成
田
税
務
署
で
は
ỏ
所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
ỏ
消
費
税
の

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
ỏ

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
Ố

■時 
臼
　
月
1
日
峨
ỏ
渦
2
日
我
ỏ
嘘

12

3
日
牙
ỏ
唄
9
日
我
・
い
ず
れ
も
午

後
1
時
　
分
Ỗ
3
時
　
分
Ố

30

30

■場 
臼
千
葉
県
印
旛
合
同
庁
舎
2
階
大

会
議
室
ỏ
渦
印
西
市
役
所
附
属
棟
2

階
会
議
室
ỏ
嘘
八
街
市
中
央
公
民
館

2
階
小
中
会
議
室
ỏ
唄
成
田
市
中
央

公
民
館
講
堂
Ố

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

ớ
緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
2
ỜỐ

※
音
声
案
内
に
し
た
が
ỳ
て
ủ
2
Ứ

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
Ố

事
業
所
の
人
へ

　
千
葉
県
お
よ
び
県
内
全
市
町
村
は
ỏ

平
成
　
年
度
か
ら
ỏ
法
令
順
守
や
納

28

税
者
の
利
便
性
向
上
ỏ
滞
納
発
生
の

抑
制
の
た
め
ỏ
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
に
よ
る
納
入
を
徹
底
し
ま
す
Ố

給
与
支
払
者
の
み
な
さ
ん
は
従
業
員

へ
の
周
知
や
特
別
徴
収
へ
の
対
応
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

■問 
制
度
に
つ
い
て
は
千
葉
県
庁
税
務

課
ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2
3
Ổ
3
0
9

8
Ờỏ
千
葉
県
庁
市
町
村
課
ớ
緯
0
4

3
Ổ
2
2
3
Ổ
2
1
3
3
ỜỐ

※
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
市

役
所
市
民
税
課
市
民
税
班
ớ
緯
内
線

3
2
3
Ỗ
3
2
6
ỜỐ

（5）平成27年（2015）11月15日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　市
民
ア
カ
デ
ミ
ồ
公
開
講
座

ủ
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
に
Ỗ
男
女
共
同
参
画
社
会
を

学
ぶ
Ỗ
Ứ

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
ỏ
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ

12

30

3
時
　
分
Ố

30

■場 
小
林
公
民
館
ớ
小
林
北
ỜỐ

噛
講
師
ộ
西
山
千
恵
子
氏
ớ
青
山
学

院
大
学
非
常
勤
講
師
ỜỐ

■定 
　
人
Ố

30
■費 
無
料
Ố

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ồ
ル
で
左
記
ま
で

ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
ớ
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

ỜỐ
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た
Ố
神
事
が
厳
か
に
進
め
ら
れ

る
中
ỏ
拝
殿
前
で
は
小
学
生
が

4
人
ỏ
緊
張
し
た
面
持
ち
で
中

を
覗
き
込
ん
で
い
ま
す
Ố
聞
く

と
木
下
 囃
子
 保
存
会
に
所
属
す

ば
や
し

る
地
元
の
小
学
生
で
ỏ
こ
の
後

奉
納
の
た
め
拝
殿
で
神
楽
を
舞

う
と
の
こ
と
Ố
毎
週
ỏ
保
存
会

メ
ン
バ
ồ
で
練
習
し
て
い
る
そ

う
で
す
Ố

　
お
祓
い
神
事
が
終
わ
る
と
木

下
囃
子
保
存
会
に
よ
る
奉
納
舞

が
始
ま
り
ま
し
た
Ố
軽
快
な
リ

ズ
ム
の
お
囃
子
は
神
田
囃
子
の

流
れ
を
く
む
そ
う
で
す
Ố
お
囃

子
に
あ
わ
せ
た
 翁
 と

お
き
な

 白
狐
 の
舞
ỏ

び
Ỵ
ỳ
こ

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
ひ
Ỷ
ỳ

と
こ
の
舞
へ
と
続
き
ま
す
Ố
今

も
伝
統
を
守
り
続
け
る
地
域
の

み
な
さ
ん
の
お
囃
子
と
舞
が
見

事
で
し
た
Ố

　
小
学
生
の
う
ち
か
ら
神
楽
を

始
め
る
こ
と
に
つ
い
て
杉
本
さ

ん
に
聞
く
と
ủ
中
学
生
に
な
る

と
忙
し
さ
か
ら
神
楽
を
離
れ
て

き
ま
し
た
Ố
神
社
 縁
起
 に
よ
る
と

え
ん
ぎ

ủ
木
下
Ứ
と
い
う
地
名
は
ỏ
永
徳
年

間
ớ
1
3
8
3
年
Ờ
に
隣
国
里
見

家
か
ら
稲
荷
神
社
再
建
の
用
材
を

寄
進
さ
れ
ỏ
そ
の
用
材
が
利
根
川

の
木
下
河
岸
に
下
ろ
さ
れ
た
故
事

に
由
来
す
る
と
あ
り
ま
す
Ố

　
神
社
の
氏
子
は
木
下
地
区
の
竹

袋
ỏ
上
町
ỏ
幸
町
ỏ
仲
町
の
四
組

か
ら
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
例
大
祭
は
神
社
の
拝
殿
で
総
代

や
氏
子
が
集
ま
り
ỏ　
時
か
ら
神

10

主
の
お
 祓
 い
神
事
が
始
ま
り
ま
し

は
ら

 伝
え
て
い
く
地
域
の
心
　

　
　
竹
袋
稲
荷
神
社
の
例
大
祭

大
雨
に
濁
流
と
な
り
し
利
根
川
の
河
口
に
向
ふ
流
木
速
し

　
木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

次
々
に
広
が
り
み
す
る
台
風
の
大
き
災
害
は
ひ
と
ご
と
な
ら
ず

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

老
杉
に
 注
連
縄
 張
り
た
る
光
堂
氏
子
は

し
め
な
は

 所
縁
 の
民
話
を
語
る

ゆ
か
り若

　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

畳
敷
き
の
大
広
間
の
ご
と
見
ゆ
る
田
は
こ
が
ね
色
あ
り
薄
み
ど
り
あ
り

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

 阿
吽
 の
ご
と
天
狗
の
像
は
最
乗
寺
門
前
に
建
ち
わ
れ
を
に
ら
め
る

あ
う
ん

　
大
　
森
　
　
　
三
ツ
木
絹
江

薬
湯
の
ひ
と
き
わ
甘
き
今
朝
の
秋

木
　
下
　
　
　
小
坂
　
照
子

一
瞬
を
一
筋
と
し
て
滝
墜
ち
る

大
　
森
　
　
　
島
田
　
松
子

し
ん
が
り
を
走
る
園
長
天
高
し

内
　
野
　
　
　
宮
内
　
栄
子

短
冊
の
墨
淡
く
し
て
 後
 の
月
　
　
　

の
ち

　
木
　
下
　
　
　
佃
　
　
正
男

百
目
柿
熟
れ
て
明
る
き
 門
 の
内

か
ど

大
　
森
　
　
　
滝
沢
　
節
子

　
　
月
　
日
ỏ
竹
袋
交
差
点
の
南

10

11

に
鎮
座
す
る
竹
袋
稲
荷
神
社
の
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

　
こ
の
祭
礼
は
秋
の
収
穫
が
終
わ

り
ỏ
豊
作
に
感
謝
す
る
た
め
毎
年

　
月
　
日
か
ら
　
日
に
催
さ
れ
て

10

16

18

い
ま
す
Ố
当
日
は
当
番
総
代
の
山

口
道
博
さ
ん
と
氏
子
の
杉
本
昭
夫

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
Ố

　
竹
袋
稲
荷
神
社
は
飛
鳥
時
代
の

創
建
と
い
わ
れ
ỏ
京
都
伏
見
稲
荷

神
社
の
 勧
請
 に
よ
る
分
霊
社
で

か
ん
じ
Ỷ
う

す
Ố
祭
神
は
 蒼
稲
魂
命
 で
ỏ
一

う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

切
の
食
物
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
Ố

特
に
穀
物
の
生
産
や
豊
穣
を
守
る

神
様
で
ỏ
1
街
3
0
0
年
以
上
も

木
下
地
区
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月⚒⚐日締め切り（必
着）です。投稿は、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を明記の上、広報広聴課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください。

　
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
一
日
ỏ
い

ん
ば
学
舎
・
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽
部
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
Ốủ
す
べ
て
の

人
が
共
に
在
る
生
活
創
り
を
め
ざ

し
て
Ứ
を
理
念
と
す
る
社
会
福
祉

法
人
印
旛
福
祉
会
の
施
設
で
す
Ố

　
総
武
カ
ン
ト
リ
ồ
の
近
く
ỏ

草
深
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
場
所
に
あ
る
施
設
で
ỏ平
成

　
年
5
月
ỏ障
が
い
の
あ
る
人

19の
就
労
支
援
の
た
め
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
Ố現
在
ỏ　
人
の
メ

40

ン
バ
ồớ
利
用
者
Ờが
農
作
業

を
学
ん
だ
り
ỏパ
ン
工
房
や
ピ

ザ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
製
造
や
接
客
ỏ

ア
ồ
ト
制
作
を
行
ỳ
た
り
し
て

い
ま
す
Ố
施
設
長
の
佐
藤
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

　
パ
ン
工
房
で
は
焼
き
た
て
パ

ン
の
香
り
が
包
む
中
ủ
い
ら
ỳ

し
Ỵ
い
ま
せ
Ứ
と
メ
ン
バ
ồ
の
元

気
な
声
が
と
ん
で
き
ま
し
た
Ố
石

窯
で
焼
く
パ
ン
は
約
　
種
類
あ
り

30

季
節
ご
と
に
変
え
る
そ
う
で
す
Ố

店
内
の
飾
り
は
全
て
メ
ン
バ
ồ
が

考
え
る
そ
う
で
ỏ
彼
ら
の
自
主
性

に
任
せ
ア
ド
バ
イ
ス
は
最
小
限
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
Ố

　
ピ
ザ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ỏ
黒
い

エ
プ
ロ
ン
を
巻
い
た
メ
ン
バ
ồ
が

接
客
に
あ
た
ỳ
て
い
ま
す
Ố
注
文

を
と
る
際
に
少
し
時
間
の
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
ỏ
そ
こ
は
温

か
く
見
守
ỳ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
Ố

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
ウ
ỽ
ド

デ
ỽ
キ
が
あ
り
ỏ
森
を
見
な
が

ら
焼
き
た
て
ピ
ザ
を
い
た
だ
く

と
い
う
ỏ
ぜ
い
た
く
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

　
最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
ủ
自
然

と
緑
の
あ
る
中
で
ỏ
地
域
の
人

た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
仲
良

く
や
ỳ
て
い
き
た
い
Ố
障
が
い

が
あ
る
た
め
に
声
を
あ
げ
た
り
ỏ

戸
惑
ỳ
た
り
す
る
け
れ
ど
ỏ
み

な
さ
ん
の
中
に
入
ỳ
て
い
け
た

ら
Ứ
と
願
ỳ
て
い
ま
し
た
Ố

し
ま
う
Ố
将
来
ỏ
神
楽
に
関
わ
る

時
に
は
昔
習
ỳ
た
勘
が
役
に
立
つ
Ố

そ
う
や
ỳ
て
伝
え
て
い
る
Ứ
と
話

さ
れ
ま
し
た
Ố

　
竹
袋
神
社
の
例
大
祭
は
ỏ
利
根

川
の
木
下
河
岸
問
屋
前
に
 御
仮
殿
 

お
か
り
や

を
建
て
ỏ
神
輿
が
二
泊
泊
ま
り
の

 渡
御
 を
行
う
ủ
お
浜
下
り
Ứ
が
行

と
ぎ
Ỷ

わ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　
今
年
は
山
祭
り
と
し
て
神
輿
飾

り
と
お
囃
子
の
奉
納
と
な
り
ま
し

た
が
ỏ
お
浜
下
り
で
は
木
下
の
ま

ち
を
神
輿
が
練
り
歩
き
ỏ
3
町
内

か
ら
3
台
の
山
車
も
繰
り
出
し
て

大
変
賑
わ
う
の
で
ỏ
ぜ
ひ
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
Ố

　

今
は
障
が
い
が
あ
ỳ
て
も
み
な
さ

ん
積
極
的
に
外
へ
出
て
い
ま
す
Ố

私
も
ỏ
少
し
の
お
手
伝
い
で
助
か

る
人
が
い
る
な
ら
手
を
差
し
伸
べ

た
い
と
思
い
ま
す
Ố
例
え
ば
買
い

物
す
る
時
ủ
お
金
が
足
り
な
か
ỳ

た
ら
ど
う
し
よ
う
Ứ
そ
れ
が
心
配

で
い
つ
も
大
き
な
お
札
を
出
し
て

お
つ
り
を
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
Ố

ち
Ỷ
ỳ
と
の
お
手
伝
い
で
お
買
い

物
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
と
強
く
感
じ
た
一
日
で
し
た
Ố

いんば学舎
オソロク倶楽部

細かな装飾が
特徴の神輿

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼犬の洋服渦スキー板・ストック・スキー靴嘘ガラスケース入りわらべ人形
唄五月人形

臼補聴器渦木刈小学校体操服上下嘘しおん幼稚園女子制服唄鋳物製の羽釜
欝スピードラーニング初級（⚑⚖巻）テキスト付蔚布佐台幼稚園男子夏制服
鰻ソファ姥ローテーブル厩ダイニングテーブルセット

深い森のなか、本殿の鮮や
かな朱の色が目に映えます

　広報レポーター
　 吉川 　

よしか わ

 映子 （高花）
え い こ

広報レポーター： 渡邉 　
わたな べ

 信一 （若萩）
のぶか ず

 

出番を待つ小学生。指先まで
しなやかに舞いました

翁の前で白狐が躍動的に舞う

掲載情報は１０月27日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。
お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

焼きたてパンが並ぶ。午後に
は売り切れることもあるとか

「いらっしゃいませ外」慣れた手
つきで接客をこなします

大きな窓から森が見える「森の
アトリエ」でカード制作に専念

施設長の佐藤さん（右）。
とても温かみのある人です
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